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新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
大
部

分
の
岩
手
県
職
員

に
と
っ
て
は
、
奇

跡
の
９
連
休
が
正

月
早
々
の
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
応

で
突
然
に
打
ち
切

ら
れ
、
現
実
へ
と
戻
さ
れ
て
し

ま
っ
た
▼
多
く
の
人
が
仕
事
始

め
と
い
う
１
月
６
日
、
「
退
職

代
行
サ
ー
ビ
ス
」
に
は
「
会
社

を
辞
め
た
い
」
と
い
う
人
の
依

頼
が
殺
到
し
て
い
る
と
い
う
記

事
を
み
た
▼
退
職
代
行
と
は
、

本
人
の
代
わ
り
に
企
業
に
退
職

の
意
向
を
伝
え
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
特
に
も
若
い
世

代
を
中
心
に
利
用
者
が
増
加
傾

向
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
退
職
代

行
会
社
の
見
解
と
し
て
は
精
神

的
な
不
調
が
原
因
で
利
用
さ
れ

る
方
が
多
い
よ
う
だ
。
企
業
と

し
て
は
、
年
末
年
始
で
こ
れ
ま

で
の
疲
れ
を
と
っ
て
欲
し
い
と

い
う
思
い
で
今
回
の
９
連
休
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
労
働
者
か

ら
す
れ
ば
、
そ
の
疲
労
が
取
れ

ず
、
労
務
環
境
や
人
間
関
係
に

疲
れ
て
、
余
計
に
出
勤
で
き
な

い
と
い
う
方
が
非
常
に
多
い
と

い
う
印
象
だ
▼
仕
事
に
限
ら
ず
、

不
安
・
悩
み
を
抱
え
る
人
、
い

ま
苦
し
い
と
い
う
方
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
組
み
が
あ
る
。
「
厚

生
労
働
省
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ

ろ
」
で
検
索
す
る
と
悩
み
や
年

代
に
よ
っ
て
選
べ
る
電
話
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
窓
口
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
気
軽
に
相
談
を
し
て

ほ
し
い
。
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各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
民
間
労
働
法
は
、
地
方
公

務
員
に
も
原
則
適
用
さ
れ
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
、

公
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
法
律
上
、
事
業

者
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
①
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
②
妊

娠
・
出
産
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
③
育
児
休
業
等
に
関

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
④
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
⑤
顧
客
等
か

ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
が

あ
る
。

　
職
場
の
中
で
問
題
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
県
職
労

ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

　

職
員
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し

て
は
な
ら
な
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
職
員
に
及
ぼ
す
影
響
と
し

て
、
①
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

な
ど
個
人
の
尊
厳
を
害
す
る
②

職
務
の
能
率
が
低
下
す
る
③
精

神
や
身
体
の
健
康
を
害
す
る
④

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
耐
え
き
れ
ず

メ
ン
タ
ル
不
調
で
病
休
・
最
悪

の
場
合
に
は
退
職
ま
で
追
い
込

ま
れ
る
状
況
に
な
る
。

要
求
書
を
取
り
ま
と
め
、
商
工

労
働
観
光
部
定
住
推
進
・
雇
用

労
働
室
の
菅
原
労
働
課
長
に
提

出
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

【
若
手
指
導
員
の
採
用
・
指
導
と
欠
員
補
充
】

　

今
年
度
２
人
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
欠

員
を
補
充
す
る
と
と
も
に
、
若

手
指
導
員
の
計
画
的
な
採
用
を

要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
今

年
度
の
採
用
試
験
に
お
い
て
、

３
人
が
合
格
し
た
。
前
倒
し
採

用
に
つ
い
て
連
絡
を
し
た
が
、

結
果
と
し
て
全
員
４
月
１
日
に

採
用
さ
れ
る
状
況
」と
回
答
し
た
。

【
再
編
整
備
計
画
の
情
報
共
有
】

　

職
業
能
力
開
発
施
設
再
編
整

備
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
再
編
は
施
設
の
修
繕
や
学

生
募
集
な
ど
、
訓
練
現
場
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
常
に
情
報
共
有
を
し
な
が

ら
進
め
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
「
次
期
再
編
計
画

は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

通
じ
て
検
討
を
重
ね
て
い
る

が
、
方
向
性
や
具
体
的
な
課
題

の
整
理
段
階
に
あ
り
、
基
本
計

画
の
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
ま

だ
明
確
な
提
示
が
で
き
る
状
況

に
な
い
」
と
回
答
し
た
。

【
指
導
員
経
験
者
の
校
長
・
校
長
補
佐
の
登
用
】

　

指
導
員
経
験
者
が
校
長
・
校

長
補
佐
に
付
く
こ
と
は
、
教
育

現
場
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
校
長
・
校
長
補
佐
へ
の

指
導
員
経
験
者
の
登
用
を
要
請

し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
高
等
技

術
専
門
校
の
校
長
・
校
長
補
佐

は
、
基
本
的
に
現
場
を
十
分
分

か
っ
て
い
る
方
が
配
置
さ
れ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
強
化
し
、

　
　
　
　
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
作
ろ
う

　

次
に
職
場
に
与
え
る
影
響
と

し
て
、
①
職
場
の
人
間
関
係
を

悪
化
さ
せ
る
②
職
場
の
士
気
を

低
下
さ
せ
る
③
職
場
の
秩
序
を

乱
す
④
公
務
の
信
頼
を
喪
失
さ

せ
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
態
様
に
よ
っ

て
は
、
信
用
失
墜
行
為
、
全
体

の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
非
行
な
ど
に
該
当
し
て
、

懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
り
う
る
。

さ
ら
に
、
加
害
者
に
は
、
脅
迫

や
侮
辱
な
ど
の
法
的
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、

民
事
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
損

害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ

る
。

 

皆
が
行
為
者
に
も
被
害
者
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
な
り
得
る
言
動
を
改
め
、

周
囲
で
そ
う
い
っ
た
言
動
が
あ

っ
た
ら
相
手
に
伝
え
た
り
、
相

談
窓
口
を
活
用
し
よ
う
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
感
じ
た

本
人
が
ノ
ー
（
Ｎ
Ｏ
）
の
意
思

表
示
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
周
り
の
職
員
が

フ
ォ
ロ
ー
し
て
相
手
に
伝
え
よ

う
。

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

　
　
　
　
職
員
配
置
・
施
設
の
改
善
を

職
訓
協
　
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室
労
働
課
長
交
渉

こ
と
が
望
ま
し
い
」と
回
答
し
た
。

【
自
動
車
シ
ス
テ
ム
科
の
体
制
充
実
】

　

今
年
度
も
正
規
指
導
員
が
不

足
し
て
い
る
科
が
あ
り
訓
練
指

導
体
制
の
充
実
の
た
め
に
正
規

職
員
の
増
員
を
要
請
し
た
。
こ

れ
に
対
し
「
千
厩
校
か
ら
も
組

織
要
求
の
要
望
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
場
の
指
導
員
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
定
数
の
話
に
な
る

と
部
全
体
で
考
え
る
こ
と
に
な

り
、
今
は
な
ん
と
か
定
数
を
減

ら
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

　

労
働
課
長
に
は
、
訓
練
現
場

の
状
況
に
理
解
を
示
し
て
い
た

だ
き
、
課
題
の
改
善
に
つ
い
て

協
議
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

困
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
・
す
ぐ
に
連
絡
・
す
ぐ
に
報
告
を

　

12
月
19
日
、
職
業
訓
練
職
員

協
議
会
（
齋
藤
裕
之
議
長
）
は
、

職場でのハラスメント相談窓口
県職労本部・各支部書記局へ

▲課題改善に向け交渉に臨む職訓協交渉団（手前）

〇パワーハラスメント
仕事の効率が悪い。この給料泥棒が。
〇マタニティ・ハラスメント
忙しい時期に妊娠されて困るのよ
ね。
〇カスタマーハラスメント
土下座しろ。
　　　　 →（申し訳ございません）
〇セクシャルハラスメント
ボディータッチをする。匂いを嗅ぐ。
〇ケア・ハラスメント
育休・介護休暇を取ると昇給に影響
するよ。
〇パタニティハラスメント
育休申請お願いします。
　　 →男が使う権利じゃないだろ。



あ
る
。
認
識
を
改
め
る
よ
う
お

伝
え
願
い
た
い
と
フ
リ
ッ
プ
を

示
し
な
が
ら
発
言
し
た
。

　

曽
部
管
財
課
担
当
課
長
か
ら

は
「
皆
さ
ん
の
日
頃
の
対
応
に

感
謝
し
て
い
る
。
申
し
入
れ
の

あ
っ
た
要
求
の
中
で
、
限
ら
れ
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私
は
、
岩
手
県
に
戦
争
の
イ

メ
ー
ジ
が
な
く
、
災
害
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
っ
て
い

た
。
主
な
例
が
東
日
本
大
震
災

や
豪
雨
災
害
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
私
は
戦
争
に
は
あ
ま
り
関

心
が
な
く
、
学
生
の
頃
に
歴
史
の

授
業
で
習
っ
た
き
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
度
、
県
職
労
を
通
じ
て

沖
縄
県
で
戦
争
に
つ
い
て
学
べ

る
「
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅
」
の

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

１
日
目
か
ら
３
日
目
を
通

し
、
戦
争
の
激
し
さ
、
悲
惨
さ

を
実
感
す
る

こ
と
が
で

き
、
全
国
の

自
治
労
の
仲

間
た
ち
と
議

論
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一

層
、
戦
争
へ

の
意
識
が
高
く
な
っ
た
。
１
日

目
の
「
対
馬
丸
記
念
館
」、
２

日
目
の
「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念

資
料
館
」、「
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」

の
施
設
は
特
に
印
象
に
残
っ

た
。
学
校
の
授
業
や
ネ
ッ
ト
の

記
事
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
伝
わ
ら

な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

実
際
に
現
地
に
足
を
運
ん
で

み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
は

　

気
仙
支
部
青
年
婦
人
部
で

は
、
12
月
５
日
（
木
）
に
「
給

料
の
決
ま
り
方
、
上
が
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
「
お
昼
勉
強
会
」

を
開
催
し
た
。
今
回
は
非
組
合

員
に
も
声
を
か
け
、
計
14
人
が

参
加
し
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ

た
。

　

県
職
労
本
部
の
高
谷
書
記
次

長
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
い
た

だ
い
た
後
に
、
講
師
と
参
加
者

間
で
ク
イ
ズ
形
式
に
よ
る
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

　

講
演
は
、
そ
も
そ
も
人
事
院

勧
告
（
以
下
、「
人
勧
」
と
い
う
）

と
は
何
か
、人
勧
ま
で
の
流
れ
、

国
の
人
勧
に
よ
る
地
方
自
治
体

へ
の
影
響
な
ど
制
度
的
な
話
か

ら
、
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
の

概
要
、
昇
給
・
昇
格
制
度
に
つ

い
て
の
身
近
な
話
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
た
。
国
の
制
度
の
話
は

あ
ま
り
身
に
馴
染
み
の
な
い
話

だ
っ
た
の
で
首
を
傾
げ
る
参
加

者
が
多
か
っ
た
が
、
昇
給
・
昇

格
制
度
か
ら
派
生
し
て
人
事
評

価
の
話
に
な
り
、
上
司
の
判
断

基
準
が
明
確
で
な
い
、
庶
務
や

予
算
担
当
は
な
か
な
か
日
の
目

を
見
る
こ
と
が
な
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
は
、
頷
く
参
加
者
が

多
か
っ
た
。

　

後
半
の
ク
イ
ズ
で
は
超
勤
の

計
算
方
法
、
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
へ
の
対
応
な
ど
を
取
り
上

げ
、
支
部
青
婦
部
長
が
計
算
方

法
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
職
場

の
個
性
的
な
上
司
の
話
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
終
了
し
た
。

　

気
仙
支
部
で
は
、
人
事
課
が

教
え
て
く
れ
な
い
が
、
県
職
員

生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
必
要

な
知
識
の
学
習
の
場
を
、
継
続

的
に
設
け
て
い
く
予
定
。

　

県
庁
・
盛
岡
支
部
は
、
12
月

10
日
、
管
財
課
に
対
し
支
部
の

代
表
者
か
ら
「
２
０
２
４
年
県

庁
支
部
・
盛
岡
支
部
労
働
条
件

改
善
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提

出
し
交
渉
を
行
っ
た
。
川
村
県

庁
支
部
長
か
ら
、
初
の
試
み
と

な
る
独
自
交
渉
の
実
施
に
つ
い

て
謝
辞
を
述
べ
た
後
、①
公
舎

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、②
老
朽

化
し
た
給
湯
施
設
の
改
修
、③

ト
イ
レ
設
備
の
改
良
等
に
係
る

課
題
に
速
や
か
に
対
応
す
る
よ

う
求
め
た
。
要
求
書
で
は
、①

公
舎
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、

隣
県
で
は
当
局
が
設
置
し
た
事

例
に
触
れ
、
当
県
で
も
速
や
か

に
設
置
す
る
よ
う
要
望
。②
給

湯
施
設
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に

バ
ラ
ン
ス
釜
が
設
置
さ
れ
て
い

る
公
舎
が
あ
り
、
早
急
に
改
修

す
る
よ
う
要
望
。③
ト
イ
レ
の

便
座
を
最
低
で
も
暖
房
便
座

に
、
可
能
で
あ
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー

ト
イ
レ
と
す
る
よ
う
要
求
し

た
。
ま
た
、
佐
藤
盛
岡
支
部
長

か
ら
は
、
11
月
８
日
に
執
行
部

が
実
施
し
た
総
務
部
長
交
渉
時

の
、「
民
間
の
調
査
結
果
を
引

用
し
、
公
舎
の
住
環
境
に
関
す

る
関
心
は
高
く
な
い
」
と
の
発

言
に
つ
い
て
、
学
生
が
一
番
重

要
視
し
て
い
る
の
は
「
福
利
厚

生
」
で
あ
っ
て
、
勤
務
環
境
と

福
利
厚
生
を
一
緒
く
た
に
し
た

結
果
か
ら
「
社
員
寮
・
社
宅
」

の
回
答
が
『「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
」
等
よ
り
少
な
い
』
と

評
価
し
た
の
は
全
く
の
誤
解
で

―
 

自
治
労
青
年
女
性
オ
キ
ナ
ワ

　
　
　
　
　
平
和
の
旅
に
参
加
し
て ―

二
戸
支
部
　
菅
原
那
津

人
事
課
で
教
え
て
く
れ
な
い
そ
こ
ん
ト
コ
ロ

気
仙
支
部
で
お
昼
勉
強
会
を
開
催
！

盛岡地区公舎に係る独自交渉を実施

多
々
あ
る
。
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の

旅
に
行
く
前
と
行
っ
た
後
で
、

私
は
間
違
い
な
く
戦
争
に
対
す

る
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と

い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
の
機
会
を

得
た
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

ぐ
ぶ
り
ー
さ
び
ら
ー
（
さ
よ

な
ら
）。

た
予
算
の
中
で
、
維
持
・
管
理

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
県
財
政
が
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
思
い
ど
お
り
に

維
持
・
修
繕
が
行
え
て
い
な
い
。

公
舎
の
改
善
に
当
た
っ
て
は
、

退
去
時
に
原
状
回
復
を
す
れ
ば

な
ん
ら
問
題
も
な
い
。
入
居
者

の
方
の
工
夫
で
対
策
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
両
支
部
の
役
員
か
ら

は
、
県
予
算
に
つ
い
て
財
政
面

が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
予
算
が
な
い
か
ら

と
い
っ
て
公
舎
の
整
備
を
し
な

く
て
も
良
い
と
い
う
理
由
に
は

な
ら
な
い
の
で
、
是
非
対
応
を

お
願
い
す
る
。
県
職
員
の
就
職

希
望
者
が
減
る
中
、
魅
力
あ
る

職
場
、
公
舎
な
ど
の
福
利
厚
生

や
職
場
環
境
の
改
善
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
伝
え
、

交
渉
を
終
了
し
た
。

　

１
月
７
日
（
火
）
の
気
仙
支

部
を
皮
切
り
に
、
８
日
（
水
）

に
県
庁
・
盛
岡
支
部
合
同
、
花

巻
支
部
（
合
庁
）、
胆
江
支
部
、

釜
石
支
部
、宮
古
支
部
（
合
庁
）

で
旗
開
き
が
開
催
さ
れ
た
。

　

県
庁
・
盛
岡
支
部
の
旗
開
き

で
は
来
賓
と
し
て
、
及
川
隆
浩

自
治
労
県
本
部
委
員
長
を
は
じ

め
、
小
西
和
子
岩
手
県
議
会
議

員
、
野
中
や
す
し
盛
岡
市
議
会

議
員
、
連
合
岩
手
盛
岡
中
央
地

域
協
議
会
議
長
、
平
和
環
境
盛

岡
紫
波
地
区
セ
ン
タ
ー
副
議

長
、
東
北
労
働
金
庫
盛
岡
支
店

支
店
長
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
岩
手
推
進
本
部
長
な
ど
多

く
の
来
賓
が
旗
開
き
に
駆
け
つ

け
、
２
０
２
５
年
の
運
動
前
進

に
向
け
て
意
思
統
一
を
図
っ

た
。

　

当
面
す
る
２
０
２
５
春
闘
勝

利
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
も

う
。

　

旗
開
き
と
は
、
正
月
の
あ
い

だ
、
畳
ん
で
保
管
し
て
い
た
団

結
旗
を
新
年
に
開
き
、
そ
の
旗

の
下
、
新
た
に
仲
間
と
団
結
を

誓
い
合
う
意
味
合
い
を
も
つ
。

各
支
部
旗
開
き
で
始
動

２
０
２
５▲気仙支部旗開き（1/7）

▲宮古支部旗開き（1/8）

▲県庁・盛岡支部合同旗開き（1/8）

▲胆江支部旗開き（1/8）

▲釜石支部旗開き（1/8） ▲花巻支部旗開き（1/8）

▲曽部管財課担当課長へ要求書を
　手渡す川村県庁支部長（左）


